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§１．研究成果の概要 
 

本年度は１）昨年度の研究からの課題であった、Langevin dynamics と相互作用を使ったサンプリ

ングにおける、相互作用の構成の仕方、およびハミルトンモンテカルロ系への拡張、２）サンプリン

グや最適化によって得られた複数のモデルから統合して予測を行う際に、モデルのばらつきが汎

化能力にあたえる影響の理論解析、の 2 つを中心に研究を進めた。 

 

設定として複数のモデルを並列に学習させる場合に、互いに独立に学習をさせるのではなく、図 1

の右側のように互いに相互作用をさせることでより多様なモデルを作り出すことを目指すというもの

である。昨年度の研究ではこの設定の下、サンプリングの場合に、相互作用を入れることでサンプ

リングの収束の速さを向上させることに関し研究を行った。本年度はそれを受けて、どのような相互

作用が理論的に望ましいのかということを、目的のモデルのポテンシャル関数に注目することで、

収束の加速が発生するための必要十分条件を導き、その条件を満たす相互作用を構成するアル

ゴリズムの開発を行った。またより実用面で優れた、ハミルトンモンテカルロの手法と組み合わせた

並列アルゴリズムの開発を行った。 

 

次に我々は、例えばサンプリングなどで複数のモデルが得られたとしたときに、それらの結果を統

合して予測をする問題において、モデルのばらつきが学習の汎化性能にどのような影響を持つの

かに関して研究を行った。特に我々はモデルのばらつきに関する情報を自然に取り込んだ、2 次

の Jensen の不等式を新たに導出した。この不等式を基に我々はばらつきの情報を含んだ形で新

たな PAC ベイズの汎化誤差を導出した。これにより我々は、汎化誤差を効果的に縮めるために

は、各モデルが訓練データによくフィッティングされることに加え、モデル間のばらつきを大きくす

る、というトレードオフを制御する必要があることを発見した。 

 

 

 


